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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ノニオン性ラテックスポリマーおよび多価カチオン塩溶液を含む水性前処理溶液
（撥水剤またはワックス剤の少なくとも１つを含むものを除く）で織物を前処理するステ
ップと、
　（ｂ）前処理した織物を乾燥させるステップと、
　（ｃ）乾燥し、前処理した織物をカラーインクジェットインクでデジタル印刷するステ
ップと、
を含み、
　ノニオン性ラテックスポリマーは、多価カチオン塩溶液の存在下において安定であるよ
うに十分なノニオン性成分を有し、前記ポリマーは、ウレタンであり、
　ノニオン性ラテックスポリマーのノニオン性成分は、エチレンオキシド誘導体を含み、
エチレンオキシド誘導体は、ノニオン性ラテックスポリマーの少なくとも２．５ミリ当量
／グラムであり、
　多価カチオン塩は、元素Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｖ、
Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｒｕ、Ｃｏ、Ｒｈ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｕ、Ｚｎ、Ａｌ、Ｇ
ａ、Ｉｎ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｇｅ、ＳｎおよびＰｂの多価カチオンの群の１つまたは複数から
選択され、
　カラーインクジェットインクが顔料インクである、
織物をデジタル印刷する方法。
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【請求項２】
　多価カチオンがカルシウムである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　織物が、少なくとも２色の異なるカラーインクジェットインクを含むカラーインクジェ
ットインクセットで印刷される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　顔料インクが高分子分散剤と分散している、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　顔料化インクジェットインクの少なくとも１色がホワイトであり、ホワイト顔料が高分
子分散剤と分散している、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　インクセットが、少なくとも３つの異なって着色された顔料化インクジェットインクを
含み、少なくとも１つがシアン顔料化インクジェットインクであり、少なくとも１つがマ
ゼンタ顔料化インクジェットインクであり、少なくとも１つがイエロー顔料化インクジェ
ットインクである、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　インクセットが、ブラック顔料化インクジェットインクをさらに含む、請求項６に記載
の方法。
【請求項８】
　顔料化インクジェットインクが、またはインクジェットセットにおける顔料化インクジ
ェットインクの各々が個々に、水性ビヒクル中にアニオン的に安定化された顔料を含む、
請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　印刷された織物を熱および／または圧力で後処理するステップをさらに含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　ノニオン性ラテックスポリマーおよび多価カチオン塩溶液を含む水性前処理溶液（撥水
剤またはワックス剤の少なくとも１つを含むものを除く）が適用された布から形成された
織物であって、
　前記ノニオン性ラテックスポリマーは、多価カチオン塩溶液の存在下において安定であ
るように十分なノニオン性成分を有し、前記ポリマーは、ウレタンであり、
　前記ノニオン性ラテックスポリマーのノニオン性成分は、エチレンオキシド誘導体を含
み、
　前記エチレンオキシド誘導体は、前記ノニオン性ラテックスポリマーの少なくとも２．
５ミリ当量／グラムであり、
　前記多価カチオン塩は、元素Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｔｉ、Ｚｒ、
Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｒｕ、Ｃｏ、Ｒｈ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｕ、Ｚｎ、Ａｌ
、Ｇａ、Ｉｎ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｇｅ、ＳｎおよびＰｂの多価カチオンの群の１つまたは複数
から選択され、
、前記布が綿または綿ブレンドを含む、織物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前処理された布へのカラーインクジェットインクを用いたインクジェット印
刷、およびその上への高品質印刷を許容する布用の前処理溶液に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット印刷などのデジタル印刷方法は、織物の印刷にますます重要になってお
り、およびスクリーン印刷などの従来の印刷方法を超える多数の潜在的な有益性を提供す
る。デジタル印刷は、スクリーンの調製に関連するセットアップ費用を排除し、および経
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済的な短期間での生産を潜在的に可能とすることが可能である。しかも、インクジェット
印刷は、スクリーン印刷プロセスでは実際的には実現不可能である色調グラデーションお
よび無限のパターン反復サイズなどの視覚的効果を許容する。
【０００３】
　デジタル印刷はほとんどすべての布についての利用可能な印刷条件の幅を提供するが、
布上で、より高次の色（ｈｉｇｈｅｒ　ｃｏｌｏｒ）を達成する必要が度々ある。本発明
は、綿および綿ブレンドなどの布の、カラーインクジェットインクを用いた、より高次の
色の、高品質インクジェット印刷を実現することを目的とする。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一態様において、本発明は、
　（ａ）ノニオン性ラテックスポリマーおよび多価カチオン塩溶液を含む水性前処理溶液
で織物を前処理するステップと、
　（ｂ）乾燥させた、前処理した織物をカラーインクジェットインクでデジタル印刷する
ステップと
を含み、
ノニオン性ラテックスポリマーは、多価カチオン塩溶液の存在下においてこのノニオン性
ラテックスポリマーが安定であるよう十分なノニオン性成分を有する、織物をデジタル印
刷する方法に関する。
【０００５】
　本発明は、他の態様において、ノニオン性ラテックスポリマーと多価カチオン塩溶液と
の水性混合物で前処理された布に関し、ここで、多価カチオン塩は、硝酸カルシウム、硝
酸カルシウム水和物、塩化カルシウム、塩化カルシウム水和物およびこれらの混合物から
なる群から選択されるカルシウム塩である。
【０００６】
　本発明のこれらおよび他の機構および利点は、以下の詳細な説明の記載から当業者によ
ってより容易に理解されるであろう。明確さのために個別の実施形態のコンテクストで上
述の、および後述される本発明の一定の特徴は、単一の実施形態における組み合わせでも
提供され得ることが認識されるべきである。逆に、簡潔さのために単一の実施形態コンテ
クストで記載される本発明の種々の特徴はまた、個別に、またはいずれかのサブコンビネ
ーションで提供され得る。さらに、単数形での言及はまた、コンテクストがそうでないと
特定的に明記していない限りは、複数をも包含し得る（例えば、「ａ」および「ａｎ」は
、１つ、または１つまたは複数を指し得る）。さらに、範囲で明記された値への言及は、
その範囲内の各値およびあらゆる値を包含する。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
前処理溶液
　本発明の方法において用いられる水性前処理溶液は、ノニオン性ラテックスポリマーお
よび多価カチオン塩溶液である。より好ましくは、前処理溶液は、ノニオン性ラテックス
ポリマーおよび多価カチオン塩の水溶液を含む。水性前処理溶液により、ノニオン性ラテ
ックスポリマーは、前処理溶液中に安定エマルジョンを呈し得ることが理解される。任意
により、他の要素が添加されることが可能である。本明細書中に後述される処方成分割合
は、他に示されていない限り、最終溶液の総重量に基づく重量パーセントである。
【０００８】
ノニオン性ラテックスポリマー
　特定の織物基材に対する前処理は、インク着色剤の編織布基材上への付着性および／ま
たは洗濯堅牢度をさらに強めるために、ノニオン性ラテックスポリマーを含む。ノニオン
性ラテックスポリマーを含む前処理した織物は、未処理の織物と比して高い色密度および
飽和、未処理の織物と比して優れた印刷品質、未処理の織物と比して低減されたウィッキ
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ングまたはにじみ、および未処理の織物と比して強いインク吸収を提供することが見出さ
れた。しかも、前処理配合物は、インクジェット印刷プロセスを介して印刷される場合、
洗濯堅牢性を備える印刷されたイメージを提供する。単なる一例として、ノニオン性材料
としては、ウレタン、ビニルアセテート、エチレン－ビニルアセテート、アクリレート、
アクリルアミド、スチレン、およびスチレン－アクリレート樹脂および他のノニオン性ラ
テックスが挙げられ得る。１つまたは複数のノニオン性ラテックスポリマーが前処理溶液
中に用いられ得る。
【０００９】
　ノニオン性ラテックスポリマーの好ましい使用は、多価カチオン塩溶液を添加すること
である。ノニオン性ラテックスポリマー／多価カチオン塩溶液は、布の処理を可能とする
ために、溶液としてまたは安定なエマルジョンとして安定でなければならない。ノニオン
性ラテックスポリマーゲルまたはそのエマルジョンが多価カチオン塩溶液の存在下に不安
定である場合には、前処理添加剤として使用することはできない。ノニオン性ラテックス
ポリマーが多価カチオン塩溶液の存在下に安定であるかどうかのスクリーニング試験とは
、１０重量％ポリマー（乾量基準）と１５重量％の硝酸カルシウム四水和物とを混合し、
溶液／エマルジョンが安定であるかどうかを観察することである。安定性の観察は、周囲
温度（約２５℃）で、１０分間および２４時間行う。ノニオン性成分は、安定なノニオン
性ラテックスポリマー／多価カチオン性溶液／エマルジョンをもたらさなければならない
。
【００１０】
　ノニオン性ラテックスポリマーは、個別の前処理溶液として、または上述の多価カチオ
ン性溶液と一緒に組み合わせて利用されることが可能である。ノニオン性ラテックスポリ
マーおよび多価カチオン塩についての共溶液が好ましい。
【００１１】
　ラテックスポリマーのノニオン性成分は、ノニオン性反応体をラテックスポリマーに組
み込むことにより得ることが可能である。ノニオン性成分の例としては、エチレンオキシ
ド誘導体、アクリルアミド、ヒドロキシエチル置換モノマー、ビニルピロリドン、エチレ
ンイミン等が挙げられる。この組み込みは、ラテックスポリマーを調製する重合ステップ
の最中、またはこの重合ステップの前後に行われることが可能である。エチレンオキシド
ノニオン性成分の場合には、置換は、十分な（－ＣＨ2－ＣＨ2Ｏ－）nユニットを有する
グリコールが組み込まれてノニオン性安定性が付与される形態で行われることが可能であ
る。例えば、ポリウレタンは、ノニオン性ポリウレタンに組み込まれたアルキルポリエチ
レングリコールを有し得る。ノニオン性成分は、その特性が上述の安定性試験を満足する
限りにおいて、ノニオン性ラテックスポリマーにおける主成分であることが可能である。
【００１２】
　ノニオン性ラテックスポリマーはまた、ポリマーに組み込まれたイオン性成分を有し得
る。例えば、ポリウレタンについては、酸などのイオン性成分がポリウレタン反応におい
て用いられ得、特定の酸の例はジメチロールプロピオン酸である。アシルアミドおよびヒ
ドロキシエチル置換ノニオン性ラテックスポリマーについて、イオン性源は、（メタ）ア
クリル酸由来であることが可能である。アニオン性成分は、多価カチオン性成分と錯化し
て、ノニオン性ラテックスポリマー／多価カチオン性溶液の不安定性をもたらすこととな
る錯体を形成し得るため、ノニオン性ラテックスポリマーにおけるイオン性成分の量には
制限がある。ノニオン性およびイオン性成分のバランスは、上述の安定な溶液をもたらさ
なければならない。
【００１３】
　例えば、ポリウレタンノニオン性ラテックスポリマーの場合には、エチレンオキシドユ
ニットが、少なくとも約２．５ミリ当量／グラムであることが好ましく、ここで、ミリ当
量／グラム計算は、乾燥ポリマー重量に基づいている。ポリウレタンノニオン性ラテック
スポリマーにおいて、イオン性成分は、約１０ミリ当量／グラム未満であることが可能で
ある。
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【００１４】
　溶液は、十分なノニオン性ラテックスポリマー含有量および他の要素を含んで、ノニオ
ン性ラテックスポリマーによる織物の適切なインフュージョンおよび／またはコーティン
グを提供するべきである。典型的には、前処理は、少なくとも約０．５重量％のノニオン
性ラテックスポリマーを含むこととなり、量は特定の利用されたノニオン性ラテックスポ
リマーの溶液／エマルジョン安定性までで用いられることが可能である。前処理は、約１
重量％～約２４重量％のノニオン性ラテックスポリマーを含むこととなることが好ましい
。
【００１５】
多価カチオン
　本発明の前処理は、１種または複数種の多価カチオンを含む。特定の状況において必要
な有効量は異なることが可能であり、および本願明細書に提供されているとおり、いくら
かの調整が一般的には必要であろう。
【００１６】
　「多価」とは、２つ以上の酸化状態を示し、および、元素「Ｚ」については、典型的に
はＺ2+、Ｚ3+、Ｚ4+等として記載される。簡潔さのために、多価カチオンは、本願明細書
においてＺXとして称され得る。多価カチオンは、水性前処理溶液中に実質的に可溶であ
り、好ましくは（溶液中に）実質的にイオン化状態で存在し、従って、これらは、遊離し
て、織物が前処理溶液に露出されるときに織物との作用に利用可能な形態にある。
【００１７】
　ＺXとしては、特に制限されないが、以下：Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ
、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｒｕ、Ｃｏ、Ｒｈ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａ
ｕ、Ｚｎ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｐｂの元素の多価カチオンが挙
げられる。他の実施形態において、多価カチオンは、Ｃａ、Ｂａ、Ｒｕ、Ｃｏ、Ｚｎおよ
びＧａの少なくとも１つを含む。さらに他の実施形態において、多価カチオンは、Ｃａ、
Ｂａ、Ｒｕ、Ｃｏ、ＺｎおよびＧａの少なくとも１つを含む。多価カチオンがＣａである
ことが好ましい。
【００１８】
　ＺXは、塩形態での添加により、またはアルカリ形態での添加により前処理溶液に組み
込まれることが可能であり、前処理溶液ｐＨの調整においては塩基として用いられる。
【００１９】
　関連するアニオン性材料は、いずれかの一般的なアニオン性材料、特にハロゲン化物、
硝酸塩および硫酸塩から選択されることが可能である。アニオン性形態は、多価カチオン
が水性前処理溶液中に可溶であるよう選択される。多価カチオン性塩は、それらの水和物
形態で用いられることが可能である。１つまたは複数の多価カチオン性塩は、前処理溶液
中で用いられてもよい。
【００２０】
　Ｃａに関して、好ましい多価カチオン塩は、塩化カルシウム、硝酸カルシウム、硝酸カ
ルシウム水和物およびこれらの混合物である。
【００２１】
　前処理溶液における他の任意選択の成分としては、これらに限定されないが、湿潤剤お
よび殺生剤が挙げられ得、殺生剤は、微生物性の分解を阻害する（これらの選択および使
用は、一般的には技術分野において周知である）。好適な湿潤剤は、以下にさらに詳細に
考察されているとおり、カラーインクジェットインクにおける使用に好適であるものと同
一である。
【００２２】
　前処理溶液の残りは水である。基本的にノニオン性ラテックスポリマーおよび多価カチ
オン性塩からなる前処理溶液が特に好適である。
【００２３】
　溶液は、十分な多価カチオン含有量と、織物の多価カチオンとの適当なインフュージョ
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ンおよび／またはコーティングを提供する他の成分とを含むべきである。典型的には、前
処理は、少なくとも約０．５重量％の多価カチオン塩を含むこととなり、量は、特に多価
カチオン塩または用いられる塩の溶解限度まで用いられることが可能である。好ましくは
、前処理は、約１重量％～約３０重量％の多価カチオン塩を含むであろう。ノニオン性ラ
テックスポリマーおよび多価カチオン性塩を合わせた総重量は約４５重量％以下となるこ
とが可能である。
【００２４】
布
　前処理される布は、カラーインクジェットインクでの印刷に好適であるいずれかの布で
あることが可能であり、および綿および／または綿ブレンドを含む布であることが好まし
い。
【００２５】
布の前処理
　前処理の布への適用は、いずれかの簡便な方法であることが可能であり、このような方
法は、一般的には技術分野において周知である。一つの実施例は、パディングと称される
適用方法である。パディングにおいて、布は、前処理溶液中に浸漬され、次いで飽和した
布が過剰な溶液を絞るニップローラを通される。布に保持される溶液の量は、ローラによ
って加圧されるニップ圧によって規制されることが可能である。他の前処理技術は、布の
表面または表面および裏面に溶液が吹付けによって適用される噴霧適用を含む。吹付けは
、印刷された布のデジタル印刷領域に制限されることが可能である。この制限された吹付
けが特に適用可能であろう実施例は、例えばＴシャツ、帽子、肌着等の衣服物品などの予
め形成された織物物品へのイメージのデジタル印刷である。
【００２６】
　好ましくは、前処理溶液は、約０．２０～約７．５グラムの多価カチオン性（カルシウ
ム）塩／１００グラムの布、より好ましくは約０．６０～約６．０グラムの多価カチオン
性（カルシウム）塩／１００グラムの布、およびさらにより好ましくは約０．７５～約５
．０グラムの多価カチオン性（カルシウム）塩／１００グラムの布の含浸量（ｗｅｔ　ｐ
ｉｃｋ－ｕｐ）で布に適用される。
【００２７】
　前処理の適用後、布は、いずれかの簡便な方法で乾燥され得る。布は、最終含水割合が
（およそ）前処理された布の周囲温度での平衡水分と同等であるよう、印刷時には実質的
に乾燥していることが好ましい。布中の水分の絶対量は、当然、周囲の空気の相対湿度に
依存して多少異なっていることが可能である。
【００２８】
　乾燥工程の後に布に残留するノニオン性ラテックスポリマーが、印刷の最中にインクジ
ェットインクと相互作用して印刷された織物の洗濯堅牢度などの特性を向上させるであろ
う相互作用的な材料を提供する。十分なノニオン性ラテックスポリマーが、より明るく／
よりカラフルなイメージをもたらすために存在しなければならないことが認識されるであ
ろう。日常的な最適化が、所与のプリンタおよびカラーインクまたはインクセットについ
ての適切なノニオン性ポリマーラテックスレベルを明らかにするであろう。
【００２９】
　乾燥後に布中に残留する多価塩は、印刷中にインクジェットインクと相互作用するであ
ろう相互作用的材料を提供する。十分な多価塩が、より明るい／よりカラフルなイメージ
を得るために存在していなければならないことが認識されるであろう。日常的な最適化が
、所与のプリンタおよびカラーインクまたはインクセットに対する適切な多価塩レベルを
明らかにするであろう。
【００３０】
カラーインクジェットインク
　カラーイメージの印刷に用いられる着色剤は、染料または顔料であり得る。染料として
は、分散染料、反応性染料、酸染料等が挙げられる。カラーインクジェットインクおよび
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ホワイトインクは好ましくは水性であり、ＵＶ硬化性である成分を含有しない。
【００３１】
　顔料化インクが好ましい。本方法における使用について好適である顔料化インクジェッ
トインクは、典型的に、ビヒクル中に分散された顔料を含む。水性ビヒクルが好ましい。
好ましくは、顔料化インクは、水性ビヒクル中に分散されたアニオン的に安定化された顔
料を含む。
【００３２】
　「水性ビヒクル」とは、水または水と少なくとも１種の水溶性有機溶剤（共溶剤）また
は湿潤剤との混合物を含むビヒクルを指す。好適な混合物の選択は、所望の表面張力およ
び粘度などの特定の用途の要求、選択される着色剤、およびインクが印刷されることとな
る基材との親和性に依存する。
【００３３】
　水溶性有機溶剤および湿潤剤の実施例としては：チオジグリコール、スルホラン、２－
ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノンおよびカプロラクタムなどのアル
コール、ケトン、ケト－アルコール、エーテルなど；エチレングリコール、ジエチレング
リコール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、プロピレングリコール
、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール、トリメチレングリコール、ブチ
レングリコールおよびヘキシレングリコールなどのグリコール；ポリエチレングリコール
、ポリプロピレングリコール等などのオキシエチレンまたはオキシプロピレンの付加ポリ
マー；グリセロールおよび１，２，６－ヘキサントリオールなどのトリオール；エチレン
グリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレング
リコールモノメチル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルなどの多価アルコールの
低級アルキルエーテル；ジエチレングリコールジメチルまたはジエチルエーテルなどの多
価アルコールの低級ジアルキルエーテル；尿素および置換尿素が挙げられる。
【００３４】
　水性ビヒクルは、典型的には約３０％～約９５％の水を含有することとなり、残り（す
なわち、約７０％～約５％）は水溶性溶剤である。インク組成物は、典型的には、水性ビ
ヒクルの総重量に基づいて約６０％～約９５％の水を含有する。
【００３５】
　織物の多価前処理と共に用いられるに好適な顔料は、一般的には、水性インクジェット
インクについて技術分野において周知であるものである。伝統的に、顔料は、高分子分散
剤などの分散剤または界面活性剤によって安定化されて、顔料のビヒクル中の安定な分散
体を生成する。より最近においては、しかしながら、いわゆる「自己分散可能な」または
「自己分散性」顔料（本願明細書中以下、「ＳＤＰ」）が開発されてきている。名前が示
唆するとおり、ＳＤＰは、水中に分散剤無しで分散性である。分散染料はまた、本願明細
書において用いられる水性インク中に不溶性であるため顔料とみなされる。
【００３６】
　顔料に適用される分散剤または表面処理は、アニオン性表面電荷（「アニオン性顔料分
散体」）を形成する。好ましくは、その表面電荷は、主にイオン性カルボン酸（カーボキ
シレート）基により付与される。
【００３７】
　添加される分散剤によって安定化される顔料は、技術分野において公知である方法によ
って調製され得る。濃縮形態で安定化された顔料を形成することが、一般的には望ましい
。安定化された顔料は、先ず、選択された顔料および高分子分散剤を水性キャリア媒体（
水および、場合により、水－混和性の溶剤など）中に予め混合し、次いで、顔料を分散ま
たは解凝させることにより調製される。分散ステップは、２－ロールミル、媒体ミル、水
平ミニミル、ボールミル、磨砕機において、または混合物を、液体噴射相互作用チャンバ
内の複数のノズルに、少なくとも５，０００ｐｓｉの液体圧力で通過させて、顔料粒子の
水性キャリア媒体中の均一な分散体（マイクロ流動化装置）を生成することにより達成さ
れ得る。あるいは、濃縮物は、高分子分散剤および顔料を圧力下での乾燥ミルにより調製
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され得る。媒体ミル用の媒体は、ジルコニア、ＹＴＺおよびナイロンを含む一般に入手可
能である媒体から選択される。これらの種々の分散体プロセスは、米国特許第５０２２５
９２号明細書、米国特許第５０２６４２７号明細書、米国特許第５３１０７７８号明細書
、米国特許第５８９１２３１号明細書、米国特許第５９７６２３２号明細書、米国特許出
願公開第２００３００８９２７７号明細書により例示されるとおり、一般的な意味で技術
分野において周知である。これら公報の各々の開示は、本願明細書における参照によりす
べての目的のためにその内容全体を本願明細書に記載したものとして援用される。２－ロ
ールミル、媒体ミル、および混合物を液体噴射相互作用チャンバ内の複数のノズルに、少
なくとも５，０００ｐｓｉの液体圧力で通過させることが好ましい。
【００３８】
　ミルプロセスが完了した後、顔料濃縮物は、水性系中に「薄め」られ得る。「薄め」ら
れるとは、混合または分散での濃縮物の希釈を指し、混合／分散の強度は、通常、試行お
よび慣例の方法を用いる誤差により判定され、および度々、高分子分散剤、溶剤および顔
料の組み合わせに依存する。
【００３９】
　顔料の安定化に用いられる分散剤は、高分子分散剤であることが好ましい。構造化ポリ
マーが技術分野において周知である理由で分散剤としての使用に好ましいが、構造化また
はランダムポリマーのいずれかが用いられ得る。「構造化ポリマー」という用語は、ブロ
ック、分岐またはグラフト構造を有するポリマーを意味する。構造化ポリマーの実施例は
、米国特許第５０８５６９８号明細書に開示されているものなどのＡＢまたはＢＡＢブロ
ックコポリマー；ＥＰ－Ａ－０５５６６４９号明細書に開示されているものなどのＡＢＣ
ブロックコポリマー；および米国特許第５２３１１３１号明細書に開示されているものな
どのグラフトポリマーを含む。例えば米国特許第６１１７９２１号明細書、米国特許第６
２６２１５２号明細書、米国特許第６３０６９９４号明細書および米国特許第６４３３１
１７号明細書に、用いられることが可能である他の高分子分散剤が記載されている。これ
らの公報の各々開示は、本願明細書における参照によりすべての目的のためにその内容全
体が本願明細書に記載したものとして援用される。
【００４０】
　本発明における使用に好適であるポリマー分散剤は、疎水性および親水性モノマーの両
方を含む。ランダムポリマーにおいて用いられる疎水性モノマーのいくつかの実施例は、
メチルメタクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート
、ベンジルメタクリレート、２－フェニルエチルメタクリレートおよび関連するアクリレ
ートである。親水性モノマーの実施例は、メタクリル酸、アクリル酸、ジメチルアミノエ
チル（メタ）アクリレートおよびこれらの塩である。ジメチルアミノエチル（メタ）アク
リレートの第４級塩もまた用いられ得る。
【００４１】
　広く多様な有機および無機顔料が、単独でまたは組み合わせで、他のインクを形成する
ために選択され得る。本明細書で使用される場合、用語「顔料」は、不溶性着色剤を意味
する。顔料粒子は、インクのインクジェット印刷デバイス、特に通常約１０ミクロン～約
５０ミクロンの範囲の直径を有する吐出ノズルでの自由な流れを許容するために、十分に
小さいべきである。粒径はまた、顔料分散安定性に影響を有し、これはインクの寿命を通
じて重要である。微細な粒子のブラウン運動は、粒子の凝集の防止を補助する。最大色強
度および光沢についても、小さい粒子を用いることが望ましい。有用な粒径の範囲は、典
型的には約０．００５ミクロン～約１５ミクロンである。好ましくは、顔料粒径は、約０
．００５～約５ミクロンおよび、最も好ましくは、約０．００５～約１ミクロンの範囲で
あるべきである。動的光散乱法により計測される平均粒径は、約５００ｎｍ未満、好まし
くは約３００ｎｍ未満である。
【００４２】
　選択される顔料は、乾燥またはウェット形態で用いられ得る。例えば、顔料は、通常は
、水性媒体中に生産され、および得られる顔料は、水で濡れたプレスケーキとして入手さ
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れる。プレスケーキ形態において、顔料は、乾燥形態における程度にまでは凝塊していな
い。それ故、水に濡れたプレスケーキ形態の顔料は、インクの調製方法において、乾燥形
態の顔料ほどの解凝を必要としない。（代表的な商業的に入手し得る乾燥顔料は、上述の
援用された米国特許第５０８５６９８号明細書に列記される。）
【００４３】
　有機顔料の場合、インクは、総インク重量に基づいて、およそ３０重量％以下、好まし
くは約０．１～約２５重量％、およびより好ましくは約０．２５～約１０重量％の顔料を
含有し得る。無機顔料が選択される場合、インクは、有機顔料を用いる同等のインクより
多量の重量パーセントの顔料を含有する傾向にあることとなり、およびいくつかの場合に
おいては、無機顔料は、一般的には、有機顔料より大きい比重を有するため、約７５％も
の量となり得る。
【００４４】
　自己分散顔料を用いられることが可能であり、これらは、度々、同一の顔料装填物での
より大きい安定性および低い粘度観点から、伝統的な分散剤で安定化された顔料を超えて
有利である。これは、より大きな配合許容範囲を最終インクにおいて提供することが可能
である。
【００４５】
　ＳＤＰおよび特定の自己分散性カーボンブラック顔料は、例えば、米国特許第２４３９
４４２号明細書、米国特許第３０２３１１８号明細書、米国特許第３２７９９３５号明細
書および米国特許第３３４７６３２号明細書に開示されている。ＳＤＰ、ＳＤＰおよび／
またはＳＤＰと共に配合される水性インクジェットインクの形成方法の追加の開示は、例
えば、米国特許第５５５４７３９号明細書、米国特許第５５７１３１１号明細書、米国特
許第５６０９６７１号明細書、米国特許第５６７２１９８号明細書、米国特許第５６９８
０１６号明細書、米国特許第５７０７４３２号明細書、米国特許第５７１８７４６号明細
書、米国特許第５７４７５６２号明細書、米国特許第５７４９９５０号明細書、米国特許
第５８０３９５９号明細書、米国特許第５８３７０４５号明細書、米国特許第５８４６３
０７号明細書、米国特許第５８５１２８０号明細書、米国特許第５８６１４４７号明細書
、米国特許第５８８５３３５号明細書、米国特許第５８９５５２２号明細書、米国特許第
５９２２１１８号明細書、米国特許第５９２８４１９号明細書、米国特許第５９７６２３
３号明細書、米国特許第６０５７３８４号明細書、米国特許第６０９９６３２号明細書、
米国特許第６１２３７５９号明細書、米国特許第６１５３００１号明細書、米国特許第６
２２１１４１号明細書、米国特許第６２２１１４２号明細書、米国特許第６２２１１４３
号明細書、米国特許第６２８１２６７号明細書、米国特許第６３２９４４６号明細書、米
国特許出願公開第２００１／００３５１１０号明細書、ＥＰ－Ａ－１１１４８５１号明細
書、ＥＰ－Ａ－１１５８０３０号明細書、国際公開第０１／１０９６３号パンフレット、
国際公開第０１／２５３４０号パンフレットおよび国際公開第０１／９４４７６号パンフ
レットに見出されることが可能である。
【００４６】
　二酸化チタンはまた用いられることが可能である顔料の例であり、色が白色であるため
に潜在的に有利である。二酸化チタンは、インクジェットプリンタシステムに適合するイ
ンクビヒクル中に分散させることが困難である可能性がある。インクジェット的に安定な
二酸化チタンを提供するこれらの分散体および／またはインクビヒクルが、ノニオン性ラ
テックスポリマーおよび多価カチオン前処理した織物と共に用いられることが可能である
。
【００４７】
　好ましい実施形態において、グラフトおよびブロックコポリマーの組み合わせは、米国
特許出願第１０／８７２，８５６号明細書（出願日２００４年６月２１日）に記載のもの
などの二酸化チタン顔料についての共分散剤として用いられ、その開示は、本願明細書に
おける参照によりすべての目的のためにその内容全体を本願明細書に記載したものとして
援用される。この分散剤の組み合わせは、二酸化チタン顔料スラリーの安定化に効果的で
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あり、しかも、高い安定性をインク配合物において提供する。他の好ましい二酸化チタン
インクジェットインクが、共有の米国仮特許出願第６０／７１７，４３８号明細書（出願
日２００５年９月１５日）において記載されており、その開示は、本願明細書における参
照によりすべての目的のためにその内容全体を本願明細書に記載したものとして援用され
る。
【００４８】
　ホワイトインクは、プロセスカラーとしてインクセット中において用いられることが可
能である。あるいは、ホワイトインクは、カラーイメージに対する下位層として用いられ
ることが可能である。下位層スキームにおいて用いられる場合、カラーインクは、織物上
のカラーイメージを至適化するためにホワイトインクを印刷してから６０分間以内に印刷
される。ホワイトインク、これに続くカラーインクの使用は、有色の織物について特に有
用である。
【００４９】
添加剤
　他の成分（添加剤）が、慣例の実験により容易に測定され得る最終インクの安定性およ
び可噴射性にこのような他の成分が干渉しない程度において、インクジェットインクに配
合され得る。このような他の成分は、一般的な意味で技術分野において周知である。
【００５０】
　普通、界面活性剤は、表面張力および湿潤性を調整するためにインクに添加される。好
適な界面活性剤としては、エトキシル化アセチレンジオール（例えばエアープロダクツ（
Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）製のサーフィノール（Ｓｕｒｆｙｎｏｌｓ）（登録商標）シ
リーズ）、エトキシル化第一級アルコール（例えばシェル（Ｓｈｅｌｌ）製のネオドール
（Ｎｅｏｄｏｌ）（登録商標）シリーズおよびトマープロダクツ（Ｔｏｍａｈ　Ｐｒｏｄ
ｕｃｔｓ）製のトマドール（Ｔｏｍａｄｏｌ）（登録商標）シリーズ）および第二級アル
コール（例えばユニオンカーバイド（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ）製のテルギトール（
Ｔｅｒｇｉｔｏｌ）（登録商標）シリーズ）、スルホコハク酸塩（例えばサイテック（Ｃ
ｙｔｅｃ）製のエアロゾル（Ａｅｒｏｓｏｌ）（登録商標）シリーズ）、オルガノシリコ
ーン（例えばＧＥシリコンズ（ＧＥ　Ｓｉｌｉｃｏｎｓ）製のシルウェット（Ｓｉｌｗｅ
ｔ）（登録商標）シリーズ）およびフルオロ界面活性剤（例えば本特許出願人製のゾニー
ル（Ｚｏｎｙｌ）（登録商標）シリーズ）が挙げられる。界面活性剤は、典型的には、イ
ンクの総重量に基づいて約０．０１～約５％および好ましくは約０．２～約２％の量で用
いられる。
【００５１】
　ポリマーは、耐久性を向上させるためにインクに添加され得る。ポリマーは、ビヒクル
中に可溶または分散（例えば「エマルジョンポリマー」または「ラテックス」）されるこ
とが可能であり、およびイオン性またはノニオン性であることが可能である。ポリマーの
有用なクラスとしては、アクリル系、スチレン－アクリル系およびポリウレタンが挙げら
れる。特に有用な好ましいバインダ添加剤は、米国特許出願公開第２００５０１８２１５
４号明細書に記載のとおり架橋ポリウレタンであり、その開示は本願明細書における参照
によりすべての目的のためにその内容全体を本願明細書に記載したものとして援用される
。
【００５２】
　殺生剤が、微生物の増殖を阻害するために用いられ得る。緩衝がｐＨを維持するために
用いられ得る。緩衝としては、例えば、トリス（ヒドロキシメチル）－アミノメタン（「
トリズマ（Ｔｒｉｚｍａ）」または「トリス（Ｔｒｉｓ）」）が挙げられる。
【００５３】
　エチレンジアミン４酢酸（ＥＤＴＡ）、イミノ二酢酸（ＩＤＡ）、エチレンジアミン－
ジ（ｏ－ヒドロキシフェニル酢酸）（ＥＤＤＨＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、ジヒド
ロキシエチレングリシン（ＤＨＥＧ）、トランス－１，２－シクロヘキサンジアミンテト
ラ酢酸（ＣｙＤＴＡ）、ジエチレントリアミン－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ”、Ｎ”－ペンタ酢酸
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（ＤＴＰＡ）、およびグリコールエーテルジアミン－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ酢酸（
ＧＥＤＴＡ）、およびこれらの塩などの金属イオン封鎖（またはキレート化）剤の包含が
、例えば、重金属不純物の有害な影響を排除するために有利であり得る。
【００５４】
　上述の成分は、一般的には上述のおよび一般的に当業者により認識されている所望のイ
ンク特性を達成するために、種々の比率および組み合わせでインクを形成することが可能
である。特定の最終用途のためにインクを最適化するためにいくつかの実験法が必要であ
り得るが、このような最適化は、一般的には技術分野における通常の技術である。
【００５５】
　インクにおけるビヒクルの量は、典型的には、約７０％～約９９．８％、および典型的
には約８０％～約９９％の範囲である。着色剤は、一般的には、約１０％以下の量で存在
する。ホワイトインクが用いられる場合、ホワイト顔料の濃度は２５％以下とすることが
可能である。割合は、インクの総重量の重量パーセントである。
【００５６】
　他の成分（添加剤）は、存在する場合、一般的には、インクの総重量に基づいて約１５
重量％未満で含まれる。界面活性剤は、添加される場合、一般的には、インクの総重量に
基づいて約０．２～約３重量％の範囲である。ポリマーは、必要に応じて添加されること
が可能であるが、一般的にはインクの総重量に基づいて約１５重量％未満であろう。
【００５７】
　液滴速度、小滴の分離長さ、液滴サイズおよび流れ安定性は、インクの表面張力および
粘度によって大きく影響される。インクジェットインクは、典型的には、２５℃で、約２
０ダイン／ｃｍ～約７０ダイン／ｃｍの範囲で表面張力を有する。粘度は、２５℃で３０
ｃＰもの高さであることが可能であるが、典型的にはいくらか低い。インクは、吐出条件
およびプリントヘッド設計に調整される物理特性を有する。インクは、顕著な程度でイン
クジェット装置中で目詰まりしないよう優れた長期の保管安定性を有するべきである。さ
らに、インクは、接触する、インクジェット印刷デバイスの部品を腐蝕させるべきではな
く、および基本的に無臭および無毒であるべきである。インクについての好ましいｐＨは
、約６．５～約８の範囲である。
【００５８】
インクセット
　「インクセット」という用語は、インクジェットプリンタに備えられて噴射されるすべ
ての個別のインクまたは他の流体を指す。
【００５９】
　好ましい一実施形態において、インクセットは、少なくとも２つの異なって着色された
顔料化インクジェットインクを含み、および任意により１つが上記のホワイト顔料化イン
クジェットインクであってもよい。
【００６０】
　他の好ましい実施形態において、インクセットは、少なくとも３つの異なって着色され
た顔料化インクジェットインクを含み、ここで、少なくとも１つがシアン顔料化インクジ
ェットインクであり、少なくとも１つがマゼンタ顔料化インクジェットインクであり、そ
して少なくとも１つがイエロー顔料化インクジェットインクである。
【００６１】
　上記に示したカラーインクジェットインクに追加して、インクセット中にブラック顔料
化インクジェットインクを含むこともまた好ましい。
【００６２】
　上述のＣＭＹＫＷインクに追加して、インクセットは、ＣＭＹＫＷおよび他のインクの
異なる濃度のものと共に、追加の異なって着色されたカラーインクを含有し得る。
【００６３】
　例えば、本発明のインクセットは、インクセットにおけるインクの１種または複数種の
そのままの濃度のもの、ならびにそれらの「淡色」のものを含むことが可能である。
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【００６４】
　インクジェットインクセットについての追加の色としては、例えば、オレンジ、バイオ
レット、グリーン、レッドおよび／またはブルーが挙げられる。
【００６５】
印刷方法
　本方法は、前処理した織物基材のデジタル印刷に関する。典型的には、これは、以下の
：
（１）デジタルデータシグナルに応答性であるインクジェットプリンタを提供するステッ
プと、
（２）プリンタに、印刷される織物基材、この場合、前処理した織物基材を装填するステ
ップと、
（３）プリンタに、上述のインクまたはインクジェットインクセットを装填するステップ
と、
（４）インクジェットインクまたはインクジェットインクセットを用いて、デジタルデー
タシグナルに応答して基材上に印刷するステップと
を含む。
【００６６】
　印刷は、布を扱いおよび印刷するよう装備されたいずれかのインクジェットプリンタに
より達成されることが可能である。市販されているプリンタとしては、例えば、デュポン
（ＤｕＰｏｎｔ）（商標）アーティストリ（Ａｒｔｉｓｔｒｉ）（商標）３２１０および
２０２０プリンタおよびプリンタのミマキ（Ｍｉｍａｋｉ）　ＴＸシリーズが挙げられる
。
【００６７】
　上記に示すとおり、多様なインクおよびインクセットが、これらのプリンタでの使用の
ために入手可能である。市販されているインクセットとしては、例えば、デュポン（Ｄｕ
Ｐｏｎｔ）（商標）アーティストリ（Ａｒｔｉｓｔｒｉ）（商標）Ｐ７００およびＰ５０
００シリーズインクが挙げられる。
【００６８】
　布上に置かれるインクの量はプリンタモデル、所与のプリンタにおける印刷モード（解
像度）および所与の色を達成するために必要なパーセント被覆率によって異なることが可
能である。すべてのこれらの考慮点の複合効果が、各色についてのグラムのインク／布の
単位面積である。一つの実施形態において、インク被覆率は、カラーインク（ブラックお
よびホワイトインクを含む）について、好ましくは約５～約１７グラムのインク／布１平
方メートルである。
【００６９】
　しかしながら、ホワイトインクがバックグラウンドまたはデジタル印刷イメージ用とし
て用いられる場合には、ホワイトインクの約１２倍以下（一般的には約５～約２００グラ
ムのインク／布１平方メートル）が、増強された最終イメージを得るために用いられ得る
。このような場合において、ホワイトインクは、基材上の、最終イメージによって被覆さ
れるべき領域の少なくとも一部（下位印刷部分）上に初期に印刷され、次いで最終イメー
ジが、少なくとも下位印刷部分上に印刷される。
【００７０】
　ホワイトインクはまた、最終イメージの境界の外側に印刷されて（初期バックグラウン
ド印刷の一部として、またはその後のイメージ印刷の一部として）、例えば、小さい、認
識不可能な境界をイメージに形成して、イメージが明瞭な境界を有しているように見せる
ことが可能である。
【００７１】
　イメージ用のバックグラウンドの印刷についてのホワイトインクの使用は、有色（非白
色）織物上に印刷されるときに特に有用である。
【００７２】



(13) JP 5970152 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

布の後処理
　カラーインクで印刷された布は、典型的には、織物印刷技術分野において周知である方
法に従って後処理されることとなる。
【００７３】
　印刷された織物は、場合により、米国特許出願公開第２００３０１６０８５１号明細書
に開示されているものなどの、熱および／または圧力で後加工され得、その開示は、本願
明細書における参照によりすべての目的のためにその内容全体を本願明細書に記載したも
のとして援用される。上方温度は、印刷される特定の織物の許容誤差によって指定される
。下方温度は、所望のレベルの耐久性を達成するために必要とされる熱量によって決定さ
れる。一般的には、融着温度は、少なくとも約８０℃および好ましくは少なくとも約１４
０℃、より好ましくは少なくとも約１６０℃および最も好ましくは少なくとも約１８０℃
であろう。
【００７４】
　向上した耐久性を達成するために要求される融着圧力は非常に僅かであることが可能で
ある。それ故、圧力は、約３ｐｓｉｇ、好ましくは少なくとも約５ｐｓｉｇ、より好まし
くは少なくとも約８ｐｓｉｇおよび最も好ましくは少なくとも約１０ｐｓｉｇであること
が可能である。約３０ｐｓｉ以上の融着圧力は、追加の耐久性に対してさらなる有益性は
もたらさないように見受けられるが、このような圧力は除外されない。
【００７５】
　融着の時間（印刷された織物が、所望の温度で圧力下にある時間の長さ）は、特に重要
であるとは考えられていない。融着操作における時間のほとんどは、一般的には、印刷物
を所望の温度にさせるだけである。一旦印刷物が十分な温度になったら、圧力下にある時
間は短時間であることが可能である（数秒）。
【実施例】
【００７６】
ノニオン性ラテックスポリマーの調製
　以下の処方成分および略語を、ノニオン性ラテックスポリマーの化学成分の説明に用い
た。
ＤＢＴＬ＝ジブチルスズジラウレート
ＤＭＰＡ＝ジメチロールプロピオン酸
ＥＤＡ＝エチレンジアミン
ＩＰＤＩ＝イソホロンジイソシアネート
ＴＥＡ＝トリエチルアミン
ＴＥＴＡ＝トリエチレンテトラミン
ＬＨＴ＝ベイヤー（Ｂａｙｅｒ）製のポリプロピレングリコールトリオール、およびデス
モフェン（Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎ）Ｃ１２００－ベイヤー（Ｂａｙｅｒ）（ペンシルバニア
州ピッツバーグ（Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，ＰＡ））製のポリエステルカーボネートジオー
ル
ＭＰＥＧ５００ダウケミカル（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）（ミシガン州ミッドランド（
Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ））製のメトキシポリエチレングリコール
テゴケミー（Ｔｅｇｏ　Ｃｈｅｍｉｅ）（独国エッセン（Ｅｓｓｅｎ　Ｇｅｒｍａｎｙ）
製のテゴマー（Ｔｅｇｏｍｅｒ）Ｄ－３４０３－ポリエーテルジオール
【００７７】
ポリエチレングリコール側鎖を有するポリエーテルジオールの合成
　滴下漏斗、コンデンサ、攪拌機および窒素ガスラインを備えるアルカリおよび酸を含ま
ない乾燥したフラスコに、４００ｇダウケミカル（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）製のＭＰ
ＥＧ５００、１６０．８ｇ（０．７２）モルＩＰＤＩおよび３滴のＤＢＴＤＬを添加した
。混合物を、ＮＣＯが５．４％以下となるまで室温で反応させた。４７６ｇ　ＬＨＴ－２
４０、ベイヤー（Ｂａｙｅｒ）製のポリプロピレントリオールおよび１０滴のＤＢＴＤＬ
をこのフラスコに添加した。次いで、溶液を７０℃に加熱し、６５～７０℃の間でＮＣＯ
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％が０％に達するまで維持した。このポリエーテルジオールをＰＤｉｏｌ－１と呼んだ。
【００７８】
ノニオン性ラテックスポリマー、ポリウレタンの調製、実施例１
　滴下漏斗、コンデンサ、攪拌機および窒素ガスラインを備えるアルカリおよび酸を含ま
ない乾燥したフラスコに、１５０．５ｇデスモフェン（Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎ）Ｃ１２００
、２０００ＭＷポリカーボネート／エステルジオール、１８０ｇ　ＰＤｉｏｌ－１、１０
０ｇアセトンおよび０．０３ｇ　ＤＢＴＬを添加した。含有物を４０℃に加熱し、よく混
合した。７２ｇ　ＩＰＤＩを、次いで、滴下漏斗を介してフラスコに４０℃で６０分かけ
て添加し、残存するＩＰＤＩのいずれも滴下漏斗からフラスコに１０ｇアセトンですすい
だ。
【００７９】
　フラスコ温度を５０℃に昇温させ、次いで、ＮＣＯ％が２．０３％未満となるまで５０
℃で維持した。
【００８０】
　５０℃の７００ｇ脱イオン（ＤＩ）水を１０分間かけて添加し、続いて、２４．４ｇ　
ＥＤＡ７５ｇ　ＴＥＴＡ（６．２５％水溶液として）を５分間かけて滴下漏斗を介して添
加し、次いで、これを４０．０ｇ水ですすいだ。混合物を、５０℃で１時間維持し、次い
で室温に冷却した。
【００８１】
　アセトン（－３１０．０ｇ）を真空下に除去して、約３５．０％重量固形分および約７
．５のｐＨを有するポリウレタンの最終分散体を残留させた。このポリマーは、１７重量
％または３．９ｍｅｑ．エチレンオキシドユニットを有する。
【００８２】
ノニオン性ラテックスポリマー、ポリウレタンの調製、実施例２
　滴下漏斗、コンデンサ、攪拌機および窒素ガスラインを備えるアルカリおよび酸を含ま
ない乾燥したフラスコに、２００ｇデスモフェン（Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎ）Ｃ１２００、１
５０ｇ　ＰＤｉｏｌ－１、１２３ｇアセトンおよび０．０３ｇ　ＤＢＴＬを添加した。含
有物を４０℃に加熱し、よく混合した。８０ｇ　ＩＰＤＩを、次いで、滴下漏斗を介して
フラスコに４０℃で６０分かけて添加し、残存するＩＰＤＩのいずれも滴下漏斗からフラ
スコに１０ｇアセトンですすいだ。
【００８３】
　フラスコ温度を５０℃に昇温させ、次いで、３０分間維持した。１０ｇ　ＤＭＰＡ続い
て、７．５ｇ　ＴＥＡを、滴下漏斗を介してフラスコに添加し、次いで、これを１０ｇア
セトンですすいだ。次いで、フラスコ温度を再度５０℃に昇温させ、ＮＣＯ％が１．２５
％未満となるまで５０℃で維持した。
【００８４】
　５０℃の７４０ｇ脱イオン（ＤＩ）水を１０分間かけて添加し、続いて、４６．３ｇ　
ＥＤＡ（６．２５％水溶液として）を、５分間かけて滴下漏斗を介して添加し、次いで、
これを４０．０ｇ水ですすいだ。混合物を、５０℃で１時間維持し、次いで室温に冷却し
た。
【００８５】
　アセトンを真空下に除去して、約３５．０％重量固形分および約７．５のｐＨを有する
ポリウレタンの最終分散体を残留させた。このポリマーは、１３重量％または３．０ｍｅ
ｑ．エチレンオキシドユニットおよび０．１７ｍｅｑ．ＣＯＯＨ基を有する。
【００８６】
ノニオン性ラテックスポリマー、ポリウレタンの調製、実施例３
　滴下漏斗、コンデンサ、攪拌機および窒素ガスラインを備えるアルカリおよび酸を含ま
ない乾燥したフラスコに、２６５ｇデスモフェン（Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎｅ）Ｃ１２００、
５０ｇテゴマー（Ｔｅｇｏｍｅｒ）Ｄ３４０３、テゴケミー（Ｔｅｇｏ　Ｃｈｅｍｉｅ）
製のポリエーテルジオール、１１０ｇアセトンおよび０．０３ｇ　ＤＢＴＬを添加した。
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含有物を４０℃に加熱し、よく混合した。７５ｇ　ＩＰＤＩを、次いで、滴下漏斗を介し
てフラスコに４０℃で６０分かけて添加し、残存するＩＰＤＩのいずれも滴下漏斗からフ
ラスコに１０ｇアセトンですすいだ。
【００８７】
　フラスコ温度を５０℃に昇温させ、次いで、３０分間維持した。１０ｇ　ＤＭＰＡ続い
て、７．５ｇ　ＴＥＡを、滴下漏斗を介してフラスコに添加し、次いで、これを１０ｇア
セトンですすいだ。次いで、フラスコ温度を再度５０℃に昇温させ、ＮＣＯ％が１．４７
％未満となるまで５０℃で維持した。
【００８８】
　５０℃の６５４ｇ脱イオン（ＤＩ）水を１０分間かけて添加し、続いて、５９．２ｇ　
ＴＥＴＡ（６．２５％水溶液として）を、５分間かけて滴下漏斗を介して添加し、次いで
、これを４０．０ｇ水ですすいだ。混合物を、５０℃で１時間維持し、次いで室温に冷却
した。
【００８９】
　アセトンを真空下に除去して、約３５．０％重量固形分、約７．５のｐＨを有するポリ
ウレタンの最終分散体を残留させた。このポリマーは、１１．３重量％または２．５ｍｅ
ｑ．エチレンオキシドユニットおよび０．１９ｍｅｑ．ＣＯＯＨ基を有する。
【００９０】
比較用ノニオン性ラテックスポリマー、ポリウレタンの調製、比較調製例１
　滴下漏斗、コンデンサ、攪拌機および窒素ガスラインを備えるアルカリおよび酸を含ま
ない乾燥したフラスコに、２３５ｇデスモフェン（Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎ）Ｃ１２００、８
０ｇ　ＰＤｉｏｌ－１、１１２ｇアセトンおよび０．０３ｇ　ＤＢＴＬを添加した。含有
物を４０℃に加熱し、よく混合した。８２ｇ　ＩＰＤＩを、次いで、滴下漏斗を介してフ
ラスコに４０℃で６０分かけて添加し、残存するＩＰＤＩのいずれも滴下漏斗からフラス
コに１０ｇアセトンですすいだ。
【００９１】
　フラスコ温度を５０℃に昇温させ、次いで、３０分間維持した。１５ｇ　ＤＭＰＡ続い
て、１０ｇ　ＴＥＡを、滴下漏斗を介してフラスコに添加し、次いで、これを１０ｇアセ
トンですすいだ。次いで、フラスコ温度を再度５０℃に昇温させ、ＮＣＯ％が３．２％未
満となるまで５０℃で維持した。
【００９２】
　５０℃の６８７ｇ脱イオン（ＤＩ）水を１０分間かけて添加し、続いて、４６．３ｇ　
ＥＤＡ（６．２５％水溶液として）を、５分間かけて滴下漏斗を介して添加し、次いで、
これを４０．０ｇ水ですすいだ。混合物を、５０℃で１時間維持し、次いで室温に冷却し
た。
【００９３】
　アセトンを真空下に除去して、約３５．０％重量固形分および約７．５のｐＨを有する
ポリウレタンの最終分散体を残留させた。このポリマーは、７．４重量％または１．７ｍ
ｅｑ．エチレンオキシドユニットおよび０．２７ｍｅｑ．ＣＯＯＨ基を有する。
【００９４】
　比較用ノニオン性ラテックスポリマー、ポリウレタンの調製、比較調製例２
　このポリマーは、３．９重量％または０．９ｍｅｑ．エチレンオキシドユニットおよび
０．４２ｍｅｑ．ＣＯＯＨ基を有する。
【００９５】
　滴下漏斗、コンデンサ、攪拌機および窒素ガスラインを備えるアルカリおよび酸を含ま
ない乾燥したフラスコに、３３０ｇデスモフェン（Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎ）Ｃ１２００、５
５ｇ　ＰＤｉｏｌ－１、１１２ｇアセトンおよび０．０３ｇ　ＤＢＴＬを添加した。含有
物を４０℃に加熱し、よく混合した。１２０ｇ　ＩＰＤＩを、次いで、滴下漏斗を介して
フラスコに４０℃で６０分かけて添加し、残存するＩＰＤＩのいずれも滴下漏斗からフラ
スコに１０ｇアセトンですすいだ。
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【００９６】
　フラスコ温度を５０℃に昇温させ、次いで、３０分間維持した。３０ｇ　ＤＭＰＡ続い
て、２０ｇ　ＴＥＡを、滴下漏斗を介してフラスコに添加し、次いで、これを１０ｇアセ
トンですすいだ。次いで、フラスコ温度を再度５０℃に昇温させ、ＮＣＯ％が４．３％未
満となるまで５０℃で維持した。
【００９７】
　５０℃の９００ｇ脱イオン（ＤＩ）水を１０分間かけて添加し、続いて、６２．１ｇ　
ＥＤＡ（６．２５％水溶液として）を、５分間かけて滴下漏斗を介して添加し、次いで、
これを４０．０ｇ水ですすいだ。混合物を、５０℃で１時間維持し、次いで室温に冷却し
た。
【００９８】
　アセトンを真空下に除去して、約３５．０％重量固形分、約７．５のｐＨを有するポリ
ウレタンの最終分散体を残留させた。このポリマーは、３．９重量％または０．９ｍｅｑ
．エチレンオキシドユニットおよび０．４２ｍｅｑ．ＣＯＯＨ基を有する。
【００９９】
比較用ラテックスポリマー、ポリウレタンの調製、比較調製例３
　滴下漏斗、コンデンサ、攪拌機および窒素ガスラインを備えるアルカリおよび酸を含ま
ない乾燥したフラスコに、６９９．２ｇデスモフェン（Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎ）Ｃ１２００
、２８０．０ｇアセトンおよび０．０６ｇ　ＤＢＴＬを添加した。含有物を４０℃に加熱
し、よく混合した。１８９．１４ｇ　ＩＰＤＩを、次いで、滴下漏斗を介してフラスコに
４０℃で６０分かけて添加し、残存ＩＰＤＩのいずれも滴下漏斗からフラスコに１５．５
ｇアセトンですすいだ。
【０１００】
　フラスコ温度を５０℃に昇温させ、次いで、３０分間維持した。４４．５７ｇ　ＤＭＰ
Ａ続いて、２５．２ｇ　ＴＥＡを、滴下漏斗を介してフラスコに添加し、次いで、これを
１５．５ｇアセトンですすいだ。次いで、フラスコ温度を再度５０℃に昇温させ、ＮＣＯ
％が１．２３％未満となるまで５０℃で維持した。このポリマーは、０．３６ｍｅｑ．Ｃ
ＯＯＨ基を有すると共に、ノニオン性成分を有さない。
【０１０１】
試験
　実施例および比較例を多価カチオン塩溶液との安定性について試験した。最終水性溶液
／エマルジョンにおいて１０重量％となる量のラテックスポリマーをビーカに入れ、混合
物を攪拌し、次いで１５重量％硝酸カルシウム水性溶液を約５分間かけて添加した。乾燥
ポリマーおよび硝酸カルシウム四水和物重量比は１０／１５であった。混合物をさらに５
分間攪拌した。１０分間および２４時間後、溶液／エマルジョンを、凝塊、ゲル化または
不安定性の他の兆候について観察した。凝塊が観察されなかった場合、適合性、または安
定性と評価される。試験溶液が１０分間または２４時間後に凝塊した場合、ラテックスポ
リマーおよび硝酸カルシウム試験溶液の組み合わせは本発明の組み合わせではないと判断
される。
【０１０２】
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【表１】

【０１０３】
印刷条件
　以下に記載の実施例は、エプソン（Ｅｐｓｏｎ）３０００インクジェットプリンタ、Ｕ
Ｓスクリーンプリンティングインスティチュート（ＵＳ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｐｒｉｎｔｉｎ
ｇ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ）（アリゾナ州テンペ（Ｔｅｍｐｅ，ＡＺ））製ファーストＴ－
ジェット（Ｆａｓｔ　Ｔ－Ｊｅｔ）（商標）を用いて行い、および印刷は、種々の基材上
に行った。用いた織物基材は、テストファブリックス（Ｔｅｓｔｆａｂｒｉｃｓ）製の４
１９　１００％綿および７４０９　６５／３５ポリエステル／綿ブレンド、ヘインズビー
フィ（Ｈａｎｅｓ　Ｂｅｅｆｙ）Ｔ１００％綿Ｔシャツ、ヘインズヘビー（Ｈａｎｅｓ　
Ｈｅａｖｙ）ウェイト１００％綿Ｔシャツ、ヘインズ（Ｈａｎｅｓ）５０／５０ポリコッ
トン綿Ｔシャツ、およびジョアンズファブリック（Ｊｏａｎｎ’ｓ　Ｆａｂｒｉｃ）製黒
色布（１００％綿ツイード織布）であった。すべてのテスト印刷物は、約１７０℃で約１
分融着させた。
【０１０４】
　顔料インクを、ノニオン性ラテックスポリマーおよび多価カチオン前処理溶液ならびに
比較前処理配合物の試験に用いた。この用いたインクは、デュポン（ＤｕＰｏｎｔ）（商
標）アルティストリ（Ａｒｔｉｓｔｒｉ）（商標）Ｐ７００およびＰ５０００シリーズイ
ンクであった。用いたホワイトインクはＩＪ０１３２およびＩＪ０１９６に記載した。
【０１０５】
　比色計測を、スペクトラマッチ（Ｓｐｅｃｔｒａ　Ｍａｔｃｈ）ソフトウェアを用いる
ミノルタスペクトロフォトメター（Ｍｉｎｏｌｔａ　Ｓｐｅｃｔｒｏｐｈｏｔｏｍｅｔｅ
ｒ）ＣＭ－３６００ｄを用いて行った。
【０１０６】
　明示の場合には、印刷された織物を、ノースカロライナ州リサーチトライアングルパー
ク（Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｔｒｉａｎｇｌｅ　Ｐａｒｋ，　ＮＣ）の米国繊維化学者・色彩
技術者協会（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｅｘｔｉｌｅ　Ｃｈ
ｅｍｉｓｔｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｒｉｓｔｓ）（ＡＡＴＣＣ）により開発された方法に準
拠して洗濯堅牢度についてテストした。ＡＡＴＣＣ試験法６１－１９９６、「家庭および
商業的洗濯に対する色堅牢度：加速（Ｃｏｌｏｒｆａｓｔｎｅｓｓ　ｔｏ　Ｌａｕｎｄｅ
ｒｉｎｇ，　Ｈｏｍｅ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ：　Ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ）」
を用いた。このテストにおいて、色堅牢度は、「その色特性のいずれかにおける変化、そ
の着色剤の隣接する材料への移動、または材料の加工、テスト、保管または使用の最中に
遭遇し得るいずれかの環境への材料の露出の結果もたらされる両者に対する材料の耐性」
として説明される。テスト２Ａおよび３Ａを行い、および色洗濯堅牢度および着色格付け
を記録した。これらのテストについての格付けは、１～５で５が最良の結果であり、すな
わち、それぞれ、色の損失がほとんどまたはまったくない、および他の材料への色移りが
ほとんどまたはまったくない。色落ち試験はＡＡＴＣＣ試験法８－１９９６に記載の方法
を使用して実施した。
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【０１０７】
前処理溶液
　試薬グレード硝酸カルシウム四水和物（アルドリッチ（Ａｌｄｒｉｃｈ））を、脱イオ
ン水と、硝酸カルシウムが完全に溶解するまで混合した。６つの前処理溶液を調製し、多
価カチオンだけが存在する比較例溶液もまた調製した。
【０１０８】
【表２】

*前処理溶液4は、10重量%（固形分）のプリントライト(Printrite)TM 2003、ノニオン性
ポリマーを含有
**前処理溶液5は、10重量%（固形分）のエアフレックス(Airflex)TM 4530を含有
***前処理溶液6は、10重量%（固形分）のペルマックス(Permax)TM 200を含有
【０１０９】
前処理の印刷試験
　印刷試験設定Ａ：４１９白色綿を、デュポン（ＤｕＰｏｎｔ）（商標）アルティストリ
（Ａｒｔｉｓｔｒｉ）（商標）Ｐ５０００　ＣＭＹＫインク（Ｉｎｋｓ）により種々の前
処理条件で印刷した。各実施例を、意図される印刷されるイメージとほぼ同じ領域での織
物への吹付けにより前処理し、乾燥し、およびエプソン（Ｅｐｓｏｎ）　３０００プリン
タで印刷した。印刷前のＴシャツ上の硝酸カルシウム水和物の推定量は約７．５グラム／
平方メートルであった。５グラムのノニオン性ラテックスポリマー。次いで、印刷した織
物を１７０℃で１分融着させた。印刷した織物を、吸光度、２Ａおよび３Ａ洗濯堅牢度な
らびに濡れおよび乾燥色落ちについて試験した。表３は、この印刷の結果を示す。
【０１１０】
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【表３】

【０１１１】
　前処理実施例の各々は、非前処理サンプルを超える吸光度（ＯＤ）の向上ならびに、比
較前処理溶液例を超える向上した洗濯堅牢度および色落ちを示す。
【０１１２】
　印刷試験設定Ｂ：７４０９ポリエステル／綿ブレンドを、デュポン（ＤｕＰｏｎｔ）（
商標）アルティストリ（Ａｒｔｉｓｔｒｉ）（商標）Ｐ５０００　ＣＭＹＫインク（Ｉｎ
ｋｓ）により種々の前処理条件で印刷した。各実施例を、意図される印刷されるイメージ
とほぼ同じ領域での織物への吹付けにより前処理し、乾燥し、およびエプソン（Ｅｐｓｏ
ｎ）　３０００プリンタで印刷した。印刷前のＴシャツ上の硝酸カルシウム水和物の推定
量は約７．５グラム／平方メートルであった。５グラムのノニオン性ラテックスポリマー
。次いで、印刷した織物を１７０℃で１分融着させた。印刷した織物を、吸光度、２Ａお
よび３Ａ洗濯堅牢度ならびに濡れおよび乾燥色落ちについて試験した。表４この印刷の結
果を示す。
【０１１３】
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【表４】

【０１１４】
　前処理実施例の各々は、非前処理サンプルを超える吸光度（ＯＤ）の向上ならびに、比
較前処理溶液例を超える向上した洗濯堅牢度および色落ちを示す。
【０１１７】
本発明は以下の実施の態様を含むものである。
１．　（ａ）ノニオン性ラテックスポリマーおよび多価カチオン塩溶液を含む水性前処理
溶液で織物を前処理するステップと、
　（ｂ）前処理した織物を乾燥させるステップと、
　（ｃ）乾燥し、前処理した織物をカラーインクジェットインクでデジタル印刷するステ
ップと
を含み、ノニオン性ラテックスポリマーは、多価カチオン塩溶液の存在下において安定で
あるように十分なノニオン性成分を有する、織物をデジタル印刷する方法。
２．　ノニオン性ラテックスポリマーが、エチレンオキシド誘導体、アクリルアミド、ヒ
ドロキシエチル、ビニルピロリドン、およびエチレンイミンの群から選択される１つまた
は複数のノニオン性成分を含む、前記１に記載の方法。
３．　ノニオン性ラテックスポリマーが、ウレタン、酢酸ビニル、エチレン－酢酸ビニル
、アクリレート、アシルアミド、スチレン、およびスチレン－アクリレートポリマーの群
から選択される１つまたは複数のポリマー成分を含む、前記１に記載の方法。
４．　ノニオン性ラテックスポリマーのポリマー成分が、ウレタン、アクリレート、およ
びアシルアミドの群から選択される、前記３に記載の方法。
５．　ポリウレタンが、エチレンオキシド成分から誘導されるノニオン性成分を有する、
前記４に記載の方法。
６．　エチレンオキシド成分が、ノニオン性ラテックスポリマーの少なくとも１５ミリ当
量／グラムである、前記５に記載の方法。
７．　多価カチオンが、元素Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｖ
、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｒｕ、Ｃｏ、Ｒｈ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｕ、Ｚｎ、Ａｌ、
Ｇａ、Ｉｎ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｇｅ、ＳｎおよびＰｂの多価カチオンの群の１つまたは複数か
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８．　多価カチオンがカルシウムである、前記１に記載の方法。
９．　前処理溶液が多価カチオン性塩の水溶液を含み、多価カチオン性塩が、硝酸カルシ
ウム、硝酸カルシウム水和物、塩化カルシウム、カルシウム水和物およびこれらの混合物
からなる群から選択される、前記８に記載の方法。
１０．　織物が、布１００グラムあたり約０．２０～約７．５グラムの多価カチオン塩の
含浸量で前処理溶液で前処理される、前記１に記載の方法。
１１．　織物が、少なくとも２色の異なるカラーインクジェットインクを含むカラーイン
クジェットインクセットで印刷される、前記１に記載の方法。
１２．　カラーインクジェットインクが顔料インクである、前記１１に記載の方法。
１３．　顔料化インクジェットインクの少なくとも１色がホワイトである、前記１１に記
載の方法。
１４．　インクセットが、少なくとも３つの異なって着色された顔料化インクジェットイ
ンクを含み、少なくとも１つがシアン顔料化インクジェットインクであり、少なくとも１
つがマゼンタ顔料化インクジェットインクであり、少なくとも１つがイエロー顔料化イン
クジェットインクである、前記１２に記載の方法。
１５．　インクセットが、ブラック顔料化インクジェットインクをさらに含む、前記１４
に記載の方法。
１６．　織物が、少なくとも２色の異なるカラーインクジェットインクにより、布１平方
メートルあたりインク約５～約１７グラムのインク付着量で印刷される、前記１４または
１５に記載の方法。
１７．　顔料化インクジェットインクが、またはインクジェットセットにおける顔料化イ
ンクジェットインクの各々が個々に、水性ビヒクル中にアニオン的に安定化された顔料を
含む、前記１４または１５に記載の方法。
１８．　印刷された織物を熱および／または圧力で後処理するステップをさらに含む、前
記１に記載の方法。
１９．　布が綿または綿ブレンドを含む、前記１に記載の前処理した織物。
２０．　織物前処理溶液が適用された後に周囲温度で平衡水分に乾燥される、前記１に記
載の前処理した織物。
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